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北海道大学留学生センタ一紀要 第15号 (2011) [研究論文]

日本語理解を支援する外的リソースの使用実態調査

一初級学習者の翻訳ツールの使用過程に焦点をあてて一

副田恵理子・平塚真理

要 旨

本研究は、日本に住む初級学習者が日常生活場面で未知語に遭遇した

際、その意味理解のためにどのような物的リソースを用い、その使用過

程の中で何が問題となるのかを明らかにした。調査では、日本に住む非

漢字閣からの初級日本語学習者9名に、実生活に近い場i調設定で未習語

の意味理解を必要とする課題を与え、その課題遂行過殺とフォローアッ

プインタビューをビデオ録画した。そのデータを、今回は番目訳ツール(翻

訳サイト、及び、 Webメール・ Webフキラウザに付属の翻訳機能)の使用

に焦点をあてて分析した。

その結来、学習者の半数が、 PCとに提示されたものを読む場合に翻

訳ツールを中心的に使用していた。翻訳ツールは、意味を得たい部分に

ポインターを合わせる、或いは、 PC上のテキストをそのままコピー・

貼り付けするだけで対訳を得ることができるため、検索過程における入

力の問題がなく、より円滑に適切な意味が把握できるものと恩われた。

しかし、翻訳ツール側の問題として、適切に翻訳されない、7Gの日本語

文で省聞きされている部分が適切に補われていないなどの問題が見られ

た。また、その問題に調査協力者は対応できておらず、使用者側の問題

も明らかとなった。

〔キーワード〕非漢字闘初級学習者、未知語、物的リソース、翻訳サイ

ト、翻訳機能

1. はじめに

日本に在住する日本語学習者は、日本語のレベルに関わらず実生活の中

で多くの未知語に遭遇し、その意味の理解が必要とされる場面も多い。そ

のため、それらの意味を即座に独力で、確認できるよう、日本語理解を支援

する様々なリソースの使用i去を指導することは重要だと思われる。この能



力を身に付けることは実生活でのサパイパルにつながるものであり、また、

教室外での自律的な学習を促すことも可龍となる。

近年、学習者が未知語の意味の理解のために使用するツールは多様化し

ており、紙の辞書、電子辞書に限らず、携帯電話やゲーム機、インターネッ

ト上の辞書サイト、翻訳サイト等を使用した検索も可能になっている。し

かし、学習者が未知語の意味を調べている様子を見ると、ツールの幅が広

がってきても、適切な意味理解に至らないケースが頻繁に見られる。そこ

で、学習者が漢字を含む未知語の意味理解のために、場面に応じてどのよ

うなツール(物的リソース)を用いているのか、また、物的リソースを使

用する際に何が問題・障害となるのか、その実態を把握する必要があると

考えた。これは、効果的なリソース使用の指導を考える上でも重要である

と思われる O 本稿では、その中でも翻訳ツールの使用に着目して観察、分

析したい。

2. 先行研究
第二言語使用をサポートする物的リソースについて行われている研究の

多くは、辞書使用に関するものである。 1970年代 .80年代は、読解過程に

おける辞書使用について否定的な見方も多かったが、 1990年代から辞書使

用の効果が見草されるようになり、辞書使用についての研究が増え、辞書

の効果的な使用法を指導することの重要性が唱えられるようになった

(Hl山tijn1993、F日 ser1999)。

辞書に限らず、より幅広いリソース使用実態を調査したものにはイスマ

イル (2006)がある。イスマイルは翻訳課題を遂行していく過程で使用す

るリソースを調査し、学習者が日常的に使用しているリソースはあまり種

類が多くないこと、慣れている検索方法に頼るため、リソースの活用方法

の種類も少ないこと、また、不'i'員れ・知識不足・日本語能力の低さが非効

率なリソース活用につながることを明らかにしている O

近年、急速に普及が進んでいる翻訳ツールに関する研究はまだ少ないo

CALLなどコンビュータを吊いた第二言語学習においては翻訳サイトの使

用が頻繁に観察されている(大須賀・真野 2003、辻・西村・野嶋 2007、

中JII2003) 0 しかし、親訳ツール(機械翻ー訳)の翻訳には、その正確性や

適切性の点で問題があると指描されている o (Craciunescu et al. 2004、

杉浦 2009)。杉浦 (2009) はIiYahoo!翻訳』、『エキサイト翻訳』という
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無料翻訳サイトの翻訳能力を分析し、無料翻訳サイトから得られた日英翻

訳の結果には問題が多く、そのまま利用出来るケースはほとんどない、と

述べている O

英語学習者の翻訳ツールの使用実態を調査した梅田 (2009)、大須賀・

真野 (2003)、三田 (2000)は、学習者が翻訳サイトを過度に信頼し、頼

りすぎることは危険で、あるとし、学習者に翻訳ツールの利用の問題点を十

分に認識させ、教師がコントロールしながらその活用法を指導していく必

要があると述べている O 三国 (2000)は、翻訳ツールを効果的に住用する

ためには基礎的な語学力が必要であり、翻訳ツール 1つだけに頼るのでは

なく、様々なツールを複合的に使用し、確認が必要であると述べている。

大須賀・真野 (2003)は、翻訳サイトを利用した訳の不適切さを見抜くた

めには、元の言語と翻訳書語の文構造の違いを認識させることが重要だと

している O また、梅田 (2009) も、翻訳ツールを使用する際の文法知識の

重要性について述べている O

3 調査の自的
先行研究においては、初級日本語学習者の日常生活場面での幅広い物的

リソースの使用過程を詳細に分析し、その問題点を明らかにしたものはな

い。そこで、本調査では、日本に住む初級学習者が日常生活に近い場面設

定で未知語を含む文・文章の意味を理解する際、物的リソースをどのよう

に利用しているか、また、どの部分でつまずいているのかを特定し、そこ

に関わっている要因を探りたい。

本稿では、様々な物的リソースの中で、特にPC使用可能場面で多くの

調査協力者が使用していた翻訳ツール(翻訳サイト、及び、 Webメール-

Webブラウザに付属の翻訳機能)の龍用に着目し、以下の点について分析

する。

1 )学習者がどのような場面で翻訳ツールを利用しているのか。

2 )翻訳ツールを利用したにもかかわらず、適切な意味を得ることができ

なかった場合の学習者の障害となっているものは何か。

4. 罷査概要

4.1 語査の時期
2009年から2010年にかけて、一下記日本語コースの各学期終了後に行った。
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4.2 調査協力者
北海道大学留学生センターの日本語集中コースを終えた非漢字園初級学

習者9名を無作為に選び、謂査を行った。調査協力者の母語は表lのとお

りである O 調査時までの滞日期間は、約6か月である。 9名が在籍した日

本語コースは、大学院進学前の予備教育で、日本語学習涯のない者を対象

とした初級レベルの15週間のコースである。一週間に文法8コマ、漢字2

コマ、会話2コマ、読解lコマ、作文lコマ、音声1コマのクラスがある O

1コマは90分である O このコースは英語を媒介語として授業を行うことが

あるため、基本的な英語が理解できることが履修 表1諮室協力者の母語

の前提となっている O 今回焦点をあてて分析する

翻訳ツールについては、作文クラスの Iコマを利

用し、日本語作文を支援する学習ツールの使い方

を紹介した際に、電子辞書・オンライン辞書の寵

い方とともに、その使用法について取り上げた。

この授業で、は、無料翻訳サイトをいくつか紹介し、

その使い方を説明、加えて、翻訳サイトを使う際

には、より適切な日本語訳を拝るために、元の文

をできるだけ亙切って単純な構造の文にしてから

翻訳を行うよう指導した。

4.3 謂査で課した課題

協力者A

協力者B

協力者C

協力者D

協力者E

協カ者F

協力者G

協力者日

協力者 I

母 fis" 口

スペイン諮|

ネパール諾|

スペイン語

ベルシャ語

ペルシャ語

英語

タガログ日告

ラオス語

タガログ語

調交では、未習漢字詰棄を含む表示や文書を読んだ上で、最終的なタス

クを遂行する課題を譲数諜し、その課題遂行過程を観察した。加えて、課

題終了後に、フォローアップインタピューを行った。

本調査は、日常生活の様々な場面で遭遇する未知語への対応とそこでの

物的リソースの使用を観察するため、実生活に近い場面・条件を複数設定

して行った。調査協力者が未知語を含む清報を目にする媒体として、アナ

ログ嬢体、携帯電話のメール(以下、携帯メール)、 Eメール、 Webサイ

トを設定した。課題の内容は表2のとおりである O

読み取る対象となるものは、タスク達成の鍵となる和語・熟語・丈・文

章等を含むものを採用した。ただし、どの部分がタスク達成に必要な情報

であるかは調査者側から示すことはなく、調査協力者自らが文脈の中で判

断しなければならない。
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表2 調査協力者に課した課題([ J:設定場面，上段:課題内容，下段:英語指示文)

i果
ごみ収集日の表 市の分別ごみ収集日の表を見て、ノートを捨てる曜日を選択す

題
[自宅で] るO

l 
You live in SappoTO. You α1'e going 10 throw you1' Ilotebooksαway 

Which dαy of Ihe week will y01l discaTd them? Please check the 

following list. 

5果
携帝メール: 会議への出欠を担当者に知らせるよう指不する内容の携帯メー

題
会議の出欠 ルを受け取り、それに対応する。

2 
[自宅で] Y01l Teceiveαcell-Phone text message /1'om you1' f門 end.Pleαse 

問spond10 il. (You cau wl'ite it in English.) 

Z県
PCメール: 友人から PCメール(自分で、撮った自身の町の写真を添付で

写真送付依頼 送ってほしい、町名も教えてほしいという旨の依頼メール)を
題
旧宅で] 受け取り、それに返信する O

3 
均Ul'ecetveαη e.mail fiγomy.町11'friend. Pleαse Teαd ilαnd send your 

Teply. 

1聖
映函館の 場閉:パソコンで挟函館(シネマコンプレックス)のWebサイ

Webサイト トを見る

題
(1)字幕

You aTe checkingηwvie schedules on the web pαge ofαthι3αteT. 

一つのスクリーンで上映されている同一の映画(字恭版と吹替

え版があるもの)について、どちらのスクリーンで見るか選択
4 する。合わせてその理由を説明する。

You want to see Ihe movie 0/“The Nighl lvJuseum 2". This movie is 

shown on Iwo s口'eens.Which screen do yOll select? 

(2)指定席 見たい映画の席が指定席かどうか判断する。

1s this cinemas陀se1'vedseating (designヨledseal) cinemα01' 1tOつ

(3)幼児河伴 幼児同伴の場合ヘ何時の回の上映を見るか選択する。

You uαnl 10 see this movie with yOUT child who is 2 yeaTs old 

Which screen do you selecl? And lellη!e lhe 陀αS01l加hyyOll selecl 

!l. 

(4)上映終了予定 「上映終了予定」マークの隣に書かれた数字の意味を判断する。

Whα1 dose "9/11" meα17? 

本 3歳未満の乳幼児向伴で鑑賞できるよ映聞は、 Webサイト上にそれが明記されている

協力者には、日常生活で使用しているツール (PC、電子辞書、紙の辞書、

スマートフォンを含む携帝電話等)を持参してもらい、設定場面に応じて

その場面で一般的に使用できると忠われるツール全てを使用可能とした。

設定場面によっては他者に尋ねるという対応が可能なものもあったが、本

調査では、物的リソースの使用実態を観察する目的上、この選択肢を外し、

課題終了後に、実際の場面で他者に尋ねることがあるか、ある場合はどの

r 
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ように尋ねるかを問いた。

協力者には、以上のような様々な場面設定の中で、未習漢字語を含む表

示や文章を見て、自ら必要な情報を拾い、映画の劇場の選択、メール内の

指示・依頼への対応といった最終的なタスクを遂行してもらった。協力者

に見せる表示や文章の日本語は、課題 1-3は初級授業で扱われている文

型の範聞で構成されており、文法的に難しいものではない。また、課題4

の映画館のWebサイトは、文ではなく語レベルの表示で、その詳細が説明

されたリンク先を見た場合のみ、中級以降で扱われる表現・文型の理解が

必要とされるものであった。課題の時間制限はない。各課題の指示は英語

(日本語併記)の書面を見せることで、行った。

4.4 調査方法

調査中 2台のビデオカメラを用い、調査協力者の読解・検索行動を、協

力者の視線や全体的な動きがわかるアングルと、協力者の使用辞書やWeb

サイトの閲覧ページと手の動きに焦点をあてたアングルで撮影した。また

課題終了後に、使用したツールや辞書の選択理由、推測の過程などについ

てフォローアップインタビューを行った。この事後インタビューは、ビデ

オ損影に加え 1Cレコーダで録音した。

5. 結果と考察

5.1 各調査協力者の翻訳ツールの使用状況

調査協力者が課題の達成のためにどのよつなリソースを使用していたの

か、特に翻訳ツールの使用に着目して見ていく O 各課題の使用リソースと

タスクの達成度をまとめたものが表3・表4である。

表3 課題 1~3 でのリソース使用と課題達成度

(上段:使用リソース、中段:課題達成度(遂行過程)、下段:所要時間)

課題1 課題2 課題3
ごみ収集臼の表 携帯メール PCメール

会議の出欠 写真送付依頼

3海
電子昨蓄 電子辞書・翻訳サイト 翻訳サイト
『一一ー一一ー一一一一一一司刊日一一ーーーーー一一 守的+肝一一ーー一一一ー一一一司町一一一一ーーーーー 一一『司自由一ーーーーーーーー一一一一四昨日一一一回

カ x 可燃/不燃」の意味を 0:メー}I;をPCIこ転送。翻 0::全文を童話訳サイトで翻
者
手n英辞典の用例から「有料/訳サイトで確認。→電子辞書 訳。白本語の文と比較。「ご

A 
無料」と解釈 の和英で「決Jの意味を確認 自身J r集めています」のみ

それぞれ再翻訳
日ザーーーーーーーー一一一一一ー一一一ーーーーーー 自明宇一時一一ーー一一一一ー一一----一一ーーーー 一一一一日同日目一一ー一一ー一一ー一一一一一昨日一ー

3' 12" 3'52" 5'39" 
」
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協 1'，草子辞書 iメール翻訳機能 iメール翻訳機能
翻訳サイト i翻訳サイト

カ10:r不燃」一 「可燃」の副x サイトの翻訳文通毛の副x 全文語京二部l5:T出瓦事
者|味を確認 |ま受け入れ、「決まったう;，めている」の翻訳を綴りの似
81 の意味を適切に理解できす iた語と見間違える。「添付で

5'28" 3'40" 

送る」の主語を適切に理解で
きす

7'57" 

I "ll>f-辞書・検索サイト・市の|辞書ソフト i辞書ソフト
塑|ごみ処理Webサイト(英)' 1 ~'" 
" ，一一“一、… ω“一句一一一一一一一一一一一一一宇一一一一戸叩叩同一一ー一一一一一一一一一一一一一一一，一一一一一一一一一一一一一一一一←今日日一一一一一
重10:r可燃」の怠味を確認 1 x: r出欠」、「決まったらJ10: r集めてJrご自身Jr撮っ
じの乏訪を適切に把握できず |たJr添付」を篠認

5' 11" 2' 11" 5'13" 

1紙の渓英1浮典 i文書ソフト・電f辞書 i文舎ソフト
協 lv託子辞書 1 "-~ ，電子辞書
カ途中、「百ぷ記長/手ro~: 土書、ノフトのルピ三百時lo~: 文書ソフトのルヒ語通モ
者 j型が判断できず紙辞書で検索|能で漢字の読みを確認。若手書l読み確認。和英で意味死認:
01失敗。手宗一き入力で「八・IlT・i形を推測しZ妻子辞書の手11英で
勺」と認識され失敗。 InTJ I設とまるJr伝える」の意味
を「百TJとJ見えて選択 !を確認、

12'55" 4'55" 7'35" 

，~ l'ilt子辞書 i翻訳サイト !翻訳サイト
防刀?一一一一一一一一一一一一ー一向仰向一一一一一一一一 ~t 一一一一一一一一一一品ザ同一 一一一一寸一一一一一一円日可司
ヵ1X: r音J r町名」の意味は10 本文をコピー・貼り付 I~ ・ 1 文ごとにコピー・貼り
!辞書から得られたが、表が何iけ。表示された翻訳文を読ん|付け。不明際な翻訳文のため、
者 iを示しているのかわからず iで理解 |自立の翻訳サイトに全文を貼り

EI 付け。訳文のitの示している
ものが向かわか5す

15'50" 

1紙の漢英辞典
協|電子辞書

2'19" 

翻訳サイト

4'35" 

翻訳サイト

カ |ζ:印字 rjjJJ r示;万語研0:一本文をコピー・貼IJfずIxー全文をコピ一一-i厄有
者!な意味を符られず。媛日の 1(1。表示された翻訳文を読ん|け。「ご自身の田JJの英訳が
F 1 f余」を 'money' と解釈 |で理解 |不明際だったため、意妹が適

切に理解できす。「添付で送っ
て」の主語が適切に補え5れす

jFdf -- fj:ijJ 一一一一一一一一 13~lö;' 

電子若手書・検索サイト・市の|紙の渓英辞典
協 iこ、み処涯のWebサイト(英i"I電子辞書

紙の漢英辞典
主草子辞書

カ 10:市の英語サイト(burnable1 0 :紙静香で「来」の字型分10:紙辞書l母、
!のページ)から日本語サイト l類・部首を誤り検索失敗。 1r集」の画数、部首を適切に

者!に行き、手元のシート内の 1'['週」の E雪数を誤り、「i産~'1捉えられず。電子辞書で漢和
G I)~燃」と同じ文字があること i を選択。単漢字入力で熟語記|から和英へのジャンプができ
iに気付く。途中、単漢字:入力i入、検紫失敗 iず、意味を得られず
側面に主主認を記入し検索失
敗。「可」の子安きが認識さ
れず、別候補から fOむを選
択。漢和の単漢字から和英へ
のジャンプできず

17'00" 17' 45" 17'00" 
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協
主主子静書 省二f辞書 託子辞脅

携JR7電話(文字拡大機能)

カ 一一一一一ーーーー一一一市町一一品『一一一一ー 一一一一ー一一一一一世品目甲一一一一一一一一ーーー 一一一一一一一由『日一一一ーーーーーー一一一一一一司x 可燃Jr不燃」の織を、 x . r決まったら」の検索時、 X' r自身」主主を検索し、その
苦言 ただIl記日の書き分けであると 和英で「決まってJの記述の 読み方から 味「写を「地震」と
什 判断 みチェックし意味を適切に把 解釈。途中、 」の容体が

握できず 静書とメールで呉なっていた
ため、同ーと認識できず

一一一一ー一一一一ーーーー--ー一一町一一一日日干 一一ー一一ーーーー一一一一一一時--一一一一ーーー ーー一一ー一一一一一一一吋肝日『戸一一一ーーーーーー
3'55" 4' 16" 11' 49" 

協者力

紙の渓英辞典 弘 電子辞書・翻訳サイト 翻訳サイト
一一回目日干一一一一一ーーーーーーー一一一一一ーザ 『一一一戸ーーーーーーー一一一一一一一世 fー『一一 一一一一一一ー一一一一一一一一一一一町一日一←→→ー
X .，辞書使用により「可燃」 0:電子辞書で手書き文字が X ::全文をコピー.~占り付
「不燃」の意味は理解できた 期待どおり認識されず。翻訳 け、英訳参照。訳文かう依頼
が、町名の禰を見ず、選択に サイトで全文をコピー・賠り 内容を理解できす。「集めて」
失敗 付け、翻訳文を読んで理解 「送って」の主語が把握でき

ザ。「町の名前を教えてくだ
さし'Jの部分i立、訳文が明擦
なため適切に返信

ー一一一町市町一一一一ー千戸一ーーーーーー一一一一 一一品--一一一ーーーーーー一一町一一一一一一『毎日 一一一ーーーー一一一一一一一一一一一一品目--一一ー
2'16" 2'37" 1'23" 

*翻訳ツールを使用した課題をゴシック体にしたO

表4 課題4でのリソース使用と課題達成度
(上段:使用リソース、中設:課題達成度、下段司所要時間)

課題4
映画館のWebサイト

(1)字幕 (2 )指定席 (3 )幼児向伴 (4 )上級終了予定

協
電子辞書・翻訳サイト
日『一一一一一ーー一一一一一一一一司 日干一一一一一一ーーーー一一一一一一一 一『一一一ーーーーーー一一一一一一一田 町一ー一一一山一ーーーーー一一一一一『開
0:電子辞書の和英 x 必要な情報を適 X' r指定」の意妹 0: r上映修了予定」

力 で「指」から「全席 切な筒i'!Tかう得られ を調べて理解。 r3 を翻訳サイトにコピ

者
指定」の意味確認。 苦言 歳未満可」を調べす -& ~占り{すけ
「欧替」の掲載無し。 (running depre-

IA →翻訳サイトで「字 cated)。英訳が不
幕.Jr吹替」を確認 明瞭。日付の部分

(9/11)を含めてペー
ストし直し意味を確
認

ーー一一一【一一一一『干ー一一一一一ー ー一一一円【市~---干ー一ーー一一一ー ー一一一一一一一一一一ーー一一一一一ー
6'21" 

協
電子辞書 翻訳サイト
翻訳サイト
一一世ザ町一戸一一ーーーーー一一一一 一一一司目『一一一一ーーーーーーー一一 一一司門司『ーー一ーーーーーーー一町一
カ 0:電子辞書で「吹 X:必要な1情報をi蹟 0: r3歳未満可」 0: r上映終了予定J

者
/替」を個別に調べ 切な箇所かう得られ を翻訳サイト!こコ を翻訳サイトiこコ
音読み(すいたい) す ピ-&貼り付11。意 ピ-&貼り付11。前
B で検索するが得られ 昧 (Accepted 半を消し「了予定J
す。→翻訳サイトに less than 3 の英訳を表示させる
「字幕」をコピ-& years)縫認後、 (expected 
自占り付し英訳を得る r3Jを消去し再度 completion) 

確認 (Accepted
under) 

一ー一一一一一一一一一一一一一一司叩 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一日刊戸一」一一
16'34" 
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協
辞書ソフト (rikaichan)・電子五千書
ーーー一一一一一ー一一一一一世一一一 明日一一昨日一一一一『一一一一ー一ーー ーーーーーーーーー

力
0: 1淳書ソフトで「字 0:辞書ソフトで x : i (3)歳・未満・ 0: i上映Jr終了」表
fl{:Jの意味表示。吋:I r指定」の意味を表 河」個別に意味を表 「予定」の意味を

者
替」の意味はiJfijツー 示させる。自由席を 示、全体の意味理解 不させる
ルで，'1'，ず、単渓字の 表す記号の「自」の できず

C 
意味を何度も確認。 文字から適切に意味
「字幕」の対になっ をJ住iP.U
ていること治、ら法:司床
をj(IiiP.U
ーー一一一一一一一一一一一一一一一一 品刊日--一一一一一一四ーーーーーーー 一一一ー一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一ー→一→ー→ー

8'25" 

協
(使用せず) 文書ソフト・翻訳サ 電子辞書

イト.~電子辞書
力 一一一----司叶占--ー→ーー一ー 一一一一一四甲田市ザー『ーー『干ーーー一

x 必要な清報を適 x:必要な情報を適 x 必要な情報を適 X : 0[0英に「上sj(終
若君 切な箇所から得られ 切な箇所から得うれ 切な箇所から得られ 了」掲載なし。「予

O ず す ず 定Jを「子定J検索と考
え単漢字から
失敗

町一一一一一一一一一一世--ー一ー一 一ーーーーー一一一一一一一一一一一一一 一一一---神→ーーー一一ーーーーーーー ーーー一一ー一一一一一一一一一一日一同

28'35" 

協
ツールパーの翻訳機能 翻訳サイト
一ー一一ーーーー一一ーー一一一一一 世田一一一ー一一一一一一一ーーーー一一 ーー一一一一一一一一一一一一一一一一司 『一一一一一一ーーーーーー一一一一一ー

x : rG指定/3歳 x 情報が得られず x : r3歳未満可j I x : r上映終了予定」
力 未満PJJの違いから の説明文の翻訳の一 を翻訳(screen-

者
判断したが、雨者の 部のみかう、意味を ing expected 
意味は正しく理解し 誤ってて解釈 completion)。表

E ていない 示された各単語は
知っているが、一つ
の熟語として意味が
理解できす

明日目一一一一一一一ーーーーーーー一一 一一一一一一一一一一日司同日--一ー一

16'00" 

2潟
(使用せず) 翻訳サイト

紙の漢英辞典

力 × 情報が得られ × 自分の状況(誰 x 開始時刻で半IJ ×・「上映終了予定」

者
ず、開始同二刻で判断。 かを招待するから)自 断。 r3歳未満可」 の翻訳 (running
「字幕」等の情報は で判断。「指定Jr の表示を読まず。清 deprecated)が理

F 見ず i主IJの情報を見ず 報が得られず 解できす。可決」の
意味からプロジェク
ターのサイズと判断

11 '00" 

協
紙のi莫英酔'#l!-
電子静香

力 x:渓干nの単渓学→ x 必要な情報を適 x 必要な情報を適 0: ;iJl;辞書の「映」

苦言
和英のジャンプ失 切な鎗刊?から得られ 切な箇所から得られ 欄に「上映」掲載な
敗。単漢字入力l図面 ず ず く志;味を得られず。

G 
に熟語記入。悶辞書 漢和の「定」きから
で rl次替」見つから 和1!i:へのジャンプで
ず。「幕・替」の図 きず。足予え定検」索を失「子
数・吉弘首が把握でき 定」と敗
ず検索失敗

31'35" 
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協 j使用せず) 一|電子時書 一 寸

力 Ix:必姿な情報を適 Ix:必要な情報を巡 Ix:必要な情報を逃 Ix:熟認を I字ごと
者 i切な筒所から得られ|切な箇所から得られ i切な箇所から得られ|に検索したが1語と
HIず、開始時刻で判断。|なかった iず。「字幕」の「学J Iしての意味を理解で
後続タスクで「字幕JI に「子」が含まれる|きず。「二子」を「子」
を検索したが「欠基JI ことから誤って意味|と判断
と認識され失敗 を解釈

15'56" 

日 I(使用せず)

カIx :情報が傍られ Ix・違う筒所(マー Ix:必要な情報を適 Ix:必要な情報を適
者|ず、開始時刻で判断|ク)から判断 i切な箇所から得られ|切な箇所から得られ
I I ず !ず

6'20" 

*翻訳ツールを使用した課題をゴシック体にした。

紙媒体によって提示された、ごみ収集日の表を読む場面(課題 1)では、

検索サイト(英語のページ)を用いてごみ処理に関するWebサイトを探す、

ご、み処理に関するWebサイト(英語のページ)を参照する等のコンピュー

タの利用が見られたが、翻訳ツール(翻訳サイト、または、 Webメール-

Webフ守ラウザに付属の都訳機能)の利用は見られなかった。これは、翻訳

ツールの利用には、翻訳したいテキストを PC上に表示させる必要がある

が、紙媒体で提示されたものは、漢字語を含むテキストを自ら入力しなけ

ればならないため、翻訳ツールの選択に歪らなかったのではないかと思わ

れる O

一方、携帯電話のメール、 PC上のEメール、 Webサイトを読む課題(課

題 2~ 4)では、調査協力者の半数が翻訳ツールを中心的に利用していた。

携帯電話で、受け取ったメールを読む課題2では、協力者G.Hは受け取っ

たメールをそのまま携帯電話画面上で読んで、いたが、その他の協力者は、

PCに転送し、 PC画面上でメールを表示させ意味理解を行なっていた。

また、 PC上でメールを読んだ協力者の中で、協力者A・B・E. F . 1 

はPC画面上に提示されたテキストをコピー・貼り付けして訳が得られる

翻訳サイトを使用していた。この調査協力者5名は、携帯メールに加え、

コンピュータで、受け取ったEメールを読む際にも翻訳ツールを中心的に使

用していた。

Webサイトの情報の理解では、調査協力者A ・B.D.E.Fが翻訳

ツールを{吏用していた。フォローアップインタピ、ユーによると、翻訳ツー

ルはポインターを合わせる、或いは、翻訳サイトの入力爾面に文をコピー・

10 



貼り付けするだけで訳を得ることができるため、電子辞書のように自ら入

力する必要がなく、使いやすいと考えているようである O

一方、協力者C.G.Hは翻訳ツールを全く使用していなかった。また、

協力者Dは課題4の(2 )でのみ翻訳ツールを使用していたが、その使用

回数は少なかった。フォローアップインタビューによると、協力者C.D
は、翻訳ツールを使用しJて得た訳は適切で、はない場合が多いと考え、電子

辞書、または、辞書ソフトのほうを好んで使うと述べている O

5.2 翻訳ツールの使用過程で見5れた問題点
翻訳ツールは、翻訳したいテキストをそのままコピーし、検索画面に貼

り付ける、あるいは、意味を知りたい部分にポインターを合わせるだけで

対訳を得ることができるため、文字入力作業のハードルが無いことに加え、

単語だけでなく丈・文章全体の訳が一度に得られることから、より円滑に

適切な意味が把握できるものと思われた。確かに、携帯メールを読む課題

2では、 PCに転送し、翻訳サイトを使用して意味理解を行っていた協力

者5名中 4名が意味を適切に捉え、課題を達成していた。しかし、 PC上

で、受け取ったメールを読んで返信する課題3では、 5名の調査協力者が翻

訳サイト (googletranslatelJ、または、エキサイト翻訳z))を使ったにも

かかわらず、受け取ったメールの内容を適切に捉えて課題を達成できたの

は1名(協力者A)のみであった。また、 Webサイト上のテキストの理解

を必要とした課題4においては、翻訳ツールを使用した協力者4名全てが、

( 2 )の課題を達成できず、加えて、協力者Aは(3 )の課題も、また、

協力者Eは課題4の(1)ー(4 )の全てにおいて、課題達成ができなかっ

た。

翻訳ツールを使用したにもかかわらず課題が適切に達成できなかった原

因として、 Craciunescuet al. (2004)、杉浦 (2009)でも指摘されている

ように、翻訳ツールでは適切な訳が得られない場合が多い、という翻訳ツー

ル側の問題が挙げられる。具体的には以下の 3点が見られた。

(1) 一部の単語やフレーズが文脈にあったものに訳されない。

例えば、課題3の「写真を集めています」の「集めていますJが 'has

attractedJ、「送ってくれませんか」が'I'vegot to sendJ と丈紙にあわな

い表現に訳されており、これが調査協力者の誤った理解に繋がっていた。

(資料1参照)

1-
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(2) 日本語文で主語や自的語が省略されている場合、その部分が適窃に補

われない。

課題2のメール文中の，(会議の出欠について、)決まったらA先生にお

伝えください」、課題3の，(ご自身の町で撮った写真があったら、)添付

で、送ってくれませんか」のように、日本語文は主語や目的語が省略される

場合が多く、その際に翻訳サイトが不適切な主語・日的語を補ってしまう

場合がある。これは、無料翻訳サイトの問題点として杉浦 (2009)でも指

摘されている O

例えば、課題2においては、苦言査協力者Bが翻訳サイトを使用した際に

は、，(会議の出欠について、)決まったら」が 'Onceyou know Jと訳さ

れていた。フォローアップインタビューでも、協力者Bはその目的語が理

解できなかったと述べている O 課題3においては、調査協力者B. F . 1 

が翻訳サイトを罷った際に、「添付で、送ってくれませんか」の「送るJ の

語は「あなた」であるにもかかわらず、翻訳では'I'vegot to send 

attachmentsじのように主語の部分に「じが補われていた。そのために、

このメールの書き手が写真を送るのだと誤った理解をしていた。また、諦

査協力者Eのケースでは、「添付で送ってくれませんか」が 'Couldyou 

send it by the attachmentJと訳されていた。この丈の目的語は実際には「写

真」であったが、フォローアップインタピューによると、協力者Eは翻訳

サイトにより目的語として補われた 'itJが何を指しているのかが英訳の

文脈からは理解できず、何を送ればいいのかがわからなかったと述べてい

るo (資料1参照)

(3) 多くの漢字を含む長漢字熟語(複合した漢字熟語)を翻訳する場合、

その語構成に従って適切に翻訳されない。

映画館のWebサイトでは伝えたい内容を簡潔に示すため、 '3歳未満一日JJ

「上映終了予定」のように 4文字以上の長漢字熟語(熟語が複合したもの)

が頻繁に使用されているO これらは、 '3歳J'未満J'可」、「上映J'終了」

「予定」といった基本的な熟語や接辞の組み合わせで、構成されているが、

これらの熟語開士の関係は読み手が補って特断する必要があるため、翻訳

ツールでは適切に翻訳されない場合が多い。例えば、英語母語話者である

調査協力者Fが翻訳サイトを使用して「上映終了予定」を訳した捺には、

'Running deprでcateむという不明瞭な訳が表示されたため、理解できず

に最終的に課題が達成できなかった。

12ー



以上のような翻訳ツール側の問題に加え、翻訳ツールを使う学習者側に

も、翻訳ツールによって提示された訳の正確性・適切性を疑うことをせず、

また、理解できない訳・不明瞭な訳が表示された時に策を講じず、そのま

ま受け入れてしまうという問題が見られた。

5.3 不適窃・不明瞭な翻訳への課題達成者の対応

一方、不適切・不明諜な翻訳が表示されたにも関わらず、課題を適切に

達成している学習者もいる O 課題達成者の翻訳ツール使用過程を、課題失

敗者の過程と比較してみると、次のような(a)-(d)の行動により、不適切・

不明瞭な翻訳にも対応することができていた。

(a) 適切な訳ではなかった場合・意昧をなさない訳が表示された場合に、

翻訳を疑い、元の日本語文と翻訳文を見比べ、適切な訳とそうではない

部分の取捨選択を行う。

メールの理解を必要とする課題2・3においては、翻訳ツールを使用し

た全ての学生が課題として受け取ったメール全文をそのままコピーし、翻

訳サイトに貼り付けて対訳を得ていた。しかし、その後の対応について、

課題達成者と課題を達成できなかった学習者の間に違いが見られた。

例えば、課題3において、課題を適切に達成できなかった調査協力者E.

F . 1の英語で書かれた返信を見ると、協力者Eは受け取ったメールの意

味が理解できなかったことが、協力者F. 1 は送信者が写真を添付して

送ってくれると理解していたことがわかる。フォローアップインタピ、ュー

でも、調査協力者Eに加え、英語母語話者である協力者Fも鶴訳サイトを

使った英訳はよくわからなかったと述べている O しかし、メール全文の意

味が明確でなかった時に、この 3名は訳文に自分なりの解釈を加えてその

まま受け入れ、元の日本語文に戻って意味を確認しようとはしなかった。

一方で、 tb1力者Aは翻訳された丈と元の日本語の丈を何度も見比べて、

原文と合う訳であるかどうか確認している。そして、適切な訳とそうでな

い部分の取捨選択を行い、正しく翻訳されていない部分(課題2の「決まっ

たら」、課題3r集めています」の訳)はそのまま受け入れるのではなく、

抜き出して再度意味の確認を行なっていた。

今回の課題2・3で提示されているメール文の文構造は比較的シンプル

なものであった。そのため、協力者Aのように元の臼本語文と翻訳文を見

比べ、日本語と翻訳する言語の文構造の違いについての知識を適切に利用

つd-i
 



していれば、大須賀・真野 (2003)でも指摘されているように、初級学習

者でも適切な訳とそうではない部分の取捨選択を行うことは可能で、あった

と思われる。

(b) 不適明な訳だと思われる部分は、その部分だけ抜き出し意昧を調べ臨

す。

(a)で述べたとおり、適切に翻訳されていない部分があった場合には、そ

れを抜き出して調べることにより、より適切な訳が得られるようである O

例えば、調査協力者Aが翻訳サイトを使用してメールを翻訳した際には、

課題2の I(会議の出欠について、)決まったら」が IOnceJ、課題3 I (写

真を)集めていますj が Ihas attractedJと文販にあわない表現に訳され

ていた。それに気がついた協力者Aは、課題2では「決まった」のみを辞

書で調べて、 IdecideJ という、より適切な訳を得ている。また、課題3

では、「集めていますJのみを抜き出して翻訳し、 Iare collectedJという、

より適切な訳を得ていた。

(c) 元の日本語文で主語や目的語が省略されているために適切に翻訳され

ていない場合には、元の白本語文や文脈と照うし合わせなが5、自分で

言葉を補う、または、適切な言葉に修正する。

翻訳ツール側の問題点(2)で述べたように、元の日本語文で主語やB的語

が省略されている場合には、その部分が適切に補われず、または不適切な

語を補って、翻訳されてしまう場合がある O 例えば、課題3の主語や目的

語が省略された「添付で送ってくれませんか」は、翻訳では Irvegot to 

send attachments? Jのように主語の部分に誤って 11Jが補われていたり、

I Could you send it by the attachmentJのように送ってくれませんかの目

的語が 'itJ と不明瞭な言葉に訳されたりしていた。この場面で、課題達

成に失敗した協力者B・E. F . 1は、この翻訳文を元の日本語文や文脈

と照らし合わせながら、この丈の主語が誰であるのか、 ltが何を指すのを

確認する作業を全くしていなかった。一方、課題を達成した協力者Aは、

並べて表示された翻訳文と元の日本語文を照らし合わせながら、主語を適

切な言葉に修正する、目的語を自分で適切に補う等の対応をしていた。

(d) 長漢字熟語の翻訳が理解できなかった際には、熟語を自5分酷し抜き

出して意昧を調べてみる、または、分艶のし方を変えて謂べてみる。

翻訳ツール側の問題点(3)で述べたように、多くの漢字を含む長漢字熟語

を翻訳する際、適切な訳が得られない場合がある。例えば、課題4におい

14 



て調査協力者Aは、最初は r9/11上映終了予定」の「上映終了予定」だけ

を抜き出して翻訳サイトにコピー・貼り付けして訳を得たため、

rRunning deprecateむと表示され、これが理解できなかった。そこで、

「上映終了予定」の前に r9/11jという日付を入れて、再度翻訳したとこ

ろ、 r9/11film will be finishedj という適切な訳を得ることができ、課題

を達成できていた。調主主協力者Bは、最初に r3歳未満可j r上映終了予

定」を翻訳サイトで訳した際にはそれぞれ rAccepted less than 3 yearSj 

rRunning deprecateむと訳され、適到に意味が理解できなかったようで

ある。そのため、区切って取り出して翻訳をすることにより、適切な意味

理解に至っていた。

6. まとめ

今回の調査では、日常生活場面での物的リソースの使用実態とその問題

点について、特にWeb上の翻訳ツールの使用に焦点を当てて明らかにした。

翻訳ツールは、アナログ媒体で提示されたものを読む場合には使用され

ていなかったが、 PC上に提示されたものを読む場合には半数の学習者に

よって中心的に使用されていた。

また、翻訳ツールの使用過桂を見ると、ポインターを合わせる、或いは、

PC上のテキストをそのままコピー・貼り付けるだけで対訳を得ることが

できるため、検索のために入力する際の問題は見られなかった。しかし、

翻訳ツール側の問題として、適切に翻訳されない部分が多いという点が挙

げられた。具体的には、 (1)一部の単語やフレーズが文脈にあったものに訳

されない。 (2)日本語文で主語や目的語が省略されている場合、その部分が

適切に補われない。 (3)多くの漢字を含む長漢字熟語を翻訳する場合、その

語構成に従って適切に翻訳されない、という問題が見られた。

このような不適切・不明瞭な翻訳に多くの調査協力者は対応できておら

ず、使用者側の問題も明らかとなった。そこで、課題達成者の翻訳ツール

使用過程を、課題を達成できなかった学習者と比較した結果、翻訳ツール

を適切に使用するためには、以下のような対応が必要であることがわかっ

た。例翻訳された文と日本語の文を照らし合わせて、どの部分がどの訳に

対応、するのか、どの部分が適切な訳でどの部分が不適切なのかを判断する O

(b)不適切な訳だと思われる部分はその部分だけ抜き出し意味を調べ直す。

(c)元の日本語文で主語や目的語が省略されているために適切に翻訳されて

に
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いない場合には、元の日本語文や文脈と照らし合わせながら、自分で言葉

を補う、または、適切な言葉に修正する。 (d)長漢字熟語の翻訳が理解でき

なかった際には、熟語を自ら分割し抜き出して意味を調べてみる、または、

分割の仕方を変えて調べてみる O

今回、課題達成者には以上のような問題解決のための方略の使用が見ら

れたが、本調査では問ι初級コースを終了したという条件のみ揃えて無作
為に協力者を選んだため、この方略f吏用能力と学習者の日本語能力との関

連については明らかにできなかった。今後、上記のような方略使用能力が

日本語能力とどのように関係しているのか、また、日本語能力の違いによ

り、問題解決の仕方は変化するのか、研究を進めていきたい。

初級学習者の場合、自身の日本語力を補うために翻訳ツールに頼ること

も多いと思われる O そのため、初級指導においても、上記(a)~(d)にように

適切に翻訳ツールが使用できるよう指導すべきではないだろうか。具体的

には、 (aXb)の対応、ができるよう翻訳する言語と日本語の丈構造の遠いにつ

いての知識の導入すること、 (c)の対応がで、きるよう主語・目的語等の日本

語文で省略されている部分や指示語の指し示しているものを適切に補える

能力を養成すること、 (d)の対応ができるよう長漢字熟語を適切に分割する

ための語構成・接辞についての知識を導入することが必要だと忠われる O

現在、学習者の司本語の意味理解を助ける物的リソースは増え、より高

い機能を持つものも出てきている O 無料翻訳ツールの普及などで、学習者

にとって便利な環境になった印象があるが、今回の調査では、初級学習者

はそれを使いこなせておらず、活用できていないというリソース使用の実

態が明らかとなった。今回の調査の結果をもとに、今後、日本語理解を支

援するリソースの有効な使用j去を明確にし、指導していくことは、実生活

でのニーズに即した能力の養成にもつながるものと考える O

7王.

1) Google translate (http://tra凶 ate.google. com/) 

2 )エキサイト翻訳 (http://www.excite.co.jp/world/)
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〈課題2で提示されたメール〉

こんばんは。

来週の会議の出欠について 決まったらひらつか芳生に伝えて〈ださ

田中

〈課題2のメールの翻訳 (G-Mailに付属の翻訳機能を使用))

ウ

j
守
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Good evening. 

Attendance /or the meeting next week.Oηce you know， please tell Mr 

Hiratsu如.

(課題3で提示されたメール〉

こんにちは。今日はお願いがあって，メールLまL7士。

今，いろいろな酉の貯の写真を集めています。

ぞれで，こ、、自身の町で撮った写真がみったら，添付で送って〈れませ

んか?

貯の名前る教えて〈ださい。

どんと去るのでるいいです。よろ Lぐお鹿いLます。

〈課題3のメールの翻訳 (fgoogle translateJ使用)) 

Hello， Today there is a favor， we e.mail. 

N仰戸hoおsof the town has attmcted l1ta1り differentcoωtlries 

50， if yoμ hιve your oum photos in lown， 

I've got to send attachments? 

Please tell me the na11le of the town. 

1 jusl about a1りIthing.Thank you. 

〈課題3のメールの翻訳 (fエキサイト翻訳」使用)) 

Hello. There was asking，日ndit E-mailed today 

Photogmphs in the toum in various counlries are collected now. 

And， could you send it by the attachment when there is a photogm戸htaken 

tn own 

town? Please teach the n仰Le0/ the town. 

Any one is good. My best regards. 

そえだ えりこ(藤女子大学講師)

ひらつか まり(留学生センター非常勤講師)
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How }apanese language learners use translation tools 

to understand }apanese texts 

Eriko SOEDA，間ariHIRA TSUKA 

This study examined which language reference tools beginning-level 

]apanese learners use to understand the meanings of unknown words in 

texts they read in their daily liv巴s，and what problems occur when they use 

them. Nine ]apanese learners were given tasks requiring the understanding 

of unknown words. ln the process of completing the tasks， they could freely 

use any language reference tools. The progress of the tasks呂ndfollow-up 

interviews were video recorded， and the data were analyzed focusing on the 

subjects use of translation tools (t問

furは ionsattached to Web mails and Web b加r印勾owsers). 

The results show that when the learners read documents on the PC 

scr巴巴n half of them used mainly translation tools. It appears that 

translation tools are less troublesome than typing in individual words into 

a dictionary. Also， they enable the learner to grasp the appropriate meaning 

more smoothly because he/she only has to move the pointer to those parts 

of the text where the meaning is unknown， or to copy and paste t巴xtson 

the scrεen to get translated texts. However， some problems of translation 

tools were also revealed:総xtsare not accurately translated and parts 

omitted in the original ]apanese text are not properly complemented in the 

English version. Participants in the research could not solve these problems 

using their ]apanese knowledge appropriately. 
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